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第 l 章では. Amberli? LA-2 によるジルコニウム(N紬出に対する有機酸の影響を検討し，ジノレコ
ニウム(N)の抽出率は，シュウ酸，クエン酸，酒石酸系において，そのほかの有機酸系と比較してすぐれ
ており，特に，シュウ酸系がすぐれていることを見出している。




ガリウム(盟批学種の組成式を (R 3NH) 3 Ga (C204) 3 と決定しているo また，インジウム(III)は塩化物イ
オンを含むシュウ酸水溶液から抽出される乙とを見出し，抽出データならびに分取した抽出物の分析結
果から，その組成式を (R3 NH)2In2 (C204)3 C1 2 と決定している。
第4章では，第 1節で，ゲ〉νマニウム(宵)およびスズ(Nlの抽出を検討している。抽出データから，抽出化学種の組成
式は，いずれの金属イオンド対しでも (R3 NH)2 M (C 2 04 )3 で表わされる乙とを見出している。なお，
スズ1Nff由出において，塩化竹イオンを含む実験条件下では，抽出化学種の組成式を(R3NH)2Sn(C20J2 
-499-
CI2 と決定している。第 2 節においては，チタンOV ):tõよびハフニウム(N)の抽出について検討し，有機相
から分離した抽出物の分析ならびに抽出結果から，組成式を，それぞれ. (R3NH)2 Ti 0 (C204)2 • 
2H2 0 および (R3 NH)4 Hf (C2 04 )4 と決定している。第 3 節においては，パナジウム(N)の抽出につい






第 6 章では，パラジウム(R 知抽出を検討した結果，パラジウム(R)の抽出性は，本研究で取りあげた金
属イオンの中で，最もすぐれている乙とを見出し，また，再結品により精製した抽出物の分析結果およ










(2) まず， トリオクチ jレアミンとシュウ酸との反応を詳細に検討し，その結果を基とし，金属錯陰イオ
ンの抽出操作における最適条件を決定し，無機酸系抽出法に比し，抽出率が非常にすぐれていること
を確認している。
(3) 溶媒相への抽出化学種について種々の分析法を駆使し，組成の決定に成功している。
(4) 塩化物イオンを含む抽出系における塩化物イオンの挙動を追跡し，抽出化学種の中に塩化物イオン
が含まれていることを確認している。
(5) 複雑な抽出機構についてもよく考究し，その定量的な解明を行っている。
以上の結果は，液-液抽出法について貴重な新知見を与えるものであって，分析化学ならびに金属製
錬工業に寄与するところが大き ~'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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